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二 方向の パ ル ス 型差 分吸収分光法 を用い た都市大 気の連続測 定
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．
方，北 か らの 風 が卓越 した 8

月 9 日 は ，固定点 で の 観測値 と

東お よび北 の 両 方向 の PDOAS
の 観 測結果 が よ く

一
致 し た ．こ

れ らの 結果 か ら、南風 が卓越す

る 場合，観測 地 点 よ り南方 か ら

の NO2 輸送 に と もな っ て 南 か

ら北 へ NO1 濃度勾配 が で き て

い る 可能性 が 示唆 され た，同時

に ， 北方向か らの 風が卓越す る

際 は NO ， が 観測点へあ ま り輸

送 され て い な い と考え ら れ る．

1ま と め1

【序論】

NO2 な どの 窒素酸化物は ，工 場や 自動 車な ど の 人為活動 が 発生源 とな っ て お り，対流 圏 オ ゾ ン の 生成 と消失

に 大 きな影響を与 え る．特 に 人 為活 動 の盛ん な都市城に お い て は ，NO ， を 広 範囲 に モ ニ タ リン グ す る必 要 が

あ る．そ こで 本研究 で は パ ル ス 型差分吸収分光法 （PDOAS 法）を 用 い て ，東京都市域の NO ユ 濃度を 広範囲

に測定 した．本研究 は航 空障害 灯 を点滅光源 と し た簡素化 された計測 シ ス テ ム を用 い て 二 方向 の PDOAS 法

に よ る 長距離大気計測 を行 な っ た ．

【測定 方法】

二 方 向 の PDOAS 法 に よ る NO
ユ

コ ラ ム 量 計測 の た め に ，光源，望遠鏡，小型 CCD 分 光器 と取 り込 み 用 ノ
ー

ト

PC か ら な る 計測 シ ス テ ム を 2 っ 用 意 した ．観測 地 点 は 東京 大 学本郷 キ ャ ン パ ス 内 に 設置 した ．光源 に 東京都

墨田清掃 工 場に あ る 高光度航空障害灯を 用 い た 場 含は観測 を東京大学本郷キ ャ ン パ ス 本 部棟 ll 階 か ら行 い ，

光源 に 東京都北清掃 工 場 の 航空 障害灯 を用 い た場合に は，東京大学工 学部5 号館 の 8階か ら観測を行な っ た ．

観 測地点か らの 光源位置は ， それ ぞれ北 81 度東 ， 仰 角 O．9度 ， 直線距離 6．3   と，北 20 度西，イrlj角 0．6 度，

直線距離 7   で あ る．望遠鑞 こ は反射望遠鏡 を用 い
， 望遠鏡 に よっ て 集光 された光 は 光フ ァ イ ノ S一を通 して

CCD 分光器に導入 し検出 し た ．

観損1」し た 400−450nm の ス ペ ク トル は，主 と して NO2 の 吸収 ，空気分 子に よる Rayleigh 散乱 とエ ア ロ ゾル 粒 子

に よる Mie 散乱の 影響を受ける．こ こ で ，観測 ス ペ ク トル は波長変化 に 対 して 構造を持つ もの と緩やか に変

化す る もの の 和 と し て 記述 され ，NO2 の 吸収断 面積 も同様に 波長変化 に 対 し て構造を持つ もの と緩や か に 変

化す る もの に 分け る こ とが で き る ．Rayleigh散乱や Mie 散乱 の 影響は 構 造 を持たな い の で ，測定 され た ス ペ

ク トル に 対 し て 緩や か に 変化す る もの を取 り除 くと，そ の ス ペ ク トル に は NO ，
の 吸収 の うち構 造を持 つ も の

が 主 に 残 る こ と に な る．こ の 差分 ス ペ ク トル と NO
ユ
の 差分 吸収 断面積 と で ス ペ ク トル マ ッ チ ン グ を行 うこ と

で NO2 濃度 を 決 定 し た ．

【結 果 と考察】

観測は 2008 年 8 月 1 日か ら 8 月 23 日 ま で の 航空 障害灯 が 最も強 い 閃光を発 す る 昼間 に行 っ た ．観測データ

は 明 滅す る 光源か ら の ス ベ ク トル を 300ms の 間隔で 取得 し，そ の 5 分平均値を観測 した ．図 1 は ，2008年 8

月 7 日 か ら 9 日 の 2 方 向の PDOAS と固定点 （東京大 学 工 学部 5 号館 ） で の NO2 観 測 の 結果 に ，工 学部 5 号

館屋上 にお ける風 速 （15 分平均），風 向 （3 時間最頻値 ，16 方向） をま とめた もの で ある．南西 か らの 風 が

卓越 した 8 月 7 日お よび 8 目は，固定点 で の 観測値 と東方向 の PDOAs の 観測結果 に比 べ て 北方向 の PDOAs

光路 Eの NO ，
　iR度は 低 下 し た ．
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　 　 図 1 風 向 風速 デー一タ と∴ 方向 の PDOAS に よる NO2 観 貝1」結果 の 比 較

allo

2008年 夏季東京大気観測 の
一

環 で 7 月 末 か ら 8 月 末ま で，航空障 害灯を光源 と し た 2 方向 の PDOAS 装置 を

用 い て NO2 の 濃度 を計測 した ．風 向に依 存 して 東京都 市域に お い て NO2 濃度勾配 が 生 じて い る 可 能性 が示 さ

れ，濃度勾配 が生 じた際 の NO2 の 起源 は観測地点よ り も南方に位置する 可能性が示 唆 された．
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